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１．概要 

 ＣＴＲソフトウエアでは、内部データベースから各種サービスが行われている。 

 データベースは、ｒｉｇａｋｕＰＤＸＬから取り込んでいたが、一般化させるため、 

 ＣＯＤからも取り込み可能とした。 

 今回、ＣＯＤのｃｉｆとｄｉｆｆｒａｃｔｉｏｎデータからＣＴＲ内部データベースを作成し、 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐソフトウエアに簡易的な極点図作成を追加し 

 ＭＴＥＸのシュミレーションン機能を使って、極点図の比較を行った。 

  

 

２．ＣＯＤデータのｄｏｗｎｏｏａｄ 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＣＯＤデータに登録 

  

  ｃｉｆデータとｄｉｆｒａｃｔｉｏｎデータを選択 

  

  

  ＦｉｌｅＭａｋｅで登録する。 

  

 

 

 

 

 



３．１ ＳｉＯ２登録の確認 

  

  

 登録されています。 



３．２ 回折プロファイルの確認 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



４．ＣＴＲにて方位に対する極点図の確認 
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５． ＭＴＥＸによるシュミレーションと比較 

CS = crystalSymmetry('mmm', [4.1 5 4.5], 'mineral', 'Seifertite') 

SS = specimenSymmetry('orthorhombic') 

Ori1 = orientation.byMiller([1 1 2],[-1 -1 1],CS,SS) 

psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

odf=unimodalODF(Ori1,psi) 

h={Miller(1,1,2,CS),Miller(-1,-1,1,CS),Miller(0,0,1,CS)} 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

plot(rpf,'contour','projection','eangle') 

ＭＴＥＸ 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＣＴＲ（ＦＷＨＭ＝５ｄｅｇで作成） 

 

 



６．手入力によるＤａｔａＢａｓｅ作成 

 登録されているＤａｔａＢａｓｅを変更し、異なる名称で登録を行う。 

  


